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穏やかなひとときを 

 国際ロータリー第２５６０地区 

2016‐17 年度 ガバナー 

田中 政春（長岡西 RC） 

春の訪れとともに暖かな日が多くなり、桜前線が近づく春景色の中、皆さまいかがお過ごし

でしょうか。私自身、春の陽だまりの中で、ほんの少し穏やかなひとときを過ごしたいと思う

反面、今年度の仕上げと新旧の引継ぎに向け、ラストスパートをかける時期に入りました。 

同時に、先月 3 月 18 日には新保年度の会長エレクト研修セミナー（PETS）が開催され、

また来月 5 月 14 日には地区研修・協議会が予定されており、新保年度のスタートに向けた準

備もいよいよ大詰めを迎えます。クラブ会長エレクトの皆さまが、新保ガバナーエレクトの方

針のもと、新たな観点で新年度のクラブ運営への準備をしっかりと整えられることを期待し

ます。 

ところで、昨年の地区大会初日 11 月 5 日に鈴木重壱 PG が委員長を務める地区運営改善検

討委員会の提言により決定していました「地区事務所の固定化、ガバナーの輪番制、地区運営

改善検討委員会（仮称）の常態化」を推進するために、去る 2 月 25 日「地区事務所固定化等

に関する作業部会」を設置しました。その委員には、鈴木重壱 PG（長岡 RC）以下、小林敏

夫さん（長岡西 RC）、丹治芳子さん（新潟万代 RC）、関川博さん（三条 RC）、伊藤秀夫さん

（新潟万代 RC）、佐野勝榮さん（三条 RC）を任命し、地区諮問委員会へ報告し賛同を得たこ

とを、ここに報告致します。なお、その旨を地区の会員の皆さまにもお伝えできるように、別

途、あらためて報告させていただきます。 

現在、時代の流れや社会のニーズの多様化によって、ロータリーを取り巻く環境は刻々と変

化しています。当地区の運営も今、現状をしっかりと振り返り、抱えている課題を洗い出し、

そして、適切な判断のもと、将来に向けた改善につなげていかなければなりません。前述の作

業部会の活動も、その改善への取組みの一つです。また、皆さまが常日頃、クラブ運営を通し

て感じている問題点があるとすれば、それは改善へと向かって進む糧となり、必ずや大きな改

善の成果へと結びつく第一歩となるはずです。どうぞ、皆さまの声をご遠慮なくお聞かせ下さ

い。 

やはり、春です。ほんの少しだけ穏やかなひとときを過ごそうと思います。花冷えの折、皆

様くれぐれもご自愛下さい。 
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去る３月４日（土）長岡市の長岡グランドホテルにて２０１７年３月終了者１３名、６月終了者１名、９

月終了者１名合計１５名の米山記念奨学生終了式･歓送会が行われました。当日は、小雨模様にもかかわら

ず田中ガバナー・新保ガバナーエレクトはじめカウンセラー・指導教員・継続奨学生とそのカウンセラー・

地区役員など総勢６０名の方に出席を頂き誠にありがとう御座いました。 

 終了式では、田中政春ガバナーの薀蓄有るご挨拶に始まり、植木康之米山記念奨学会理事のご挨拶に引

き続いて終了生一人一人に終了証が授与されました。終了生を代表して李英姫（リエイキ）さんから２年間

の思い出や馬場カウンセラーとのエピソードなど素晴らしいスピーチをし 

て頂きました。続いて、カウンセラーを代表して水上喜芳（高田 RC）さん 

に感謝状の授与が行われ、カウンセラーを経験して良かったことや白麗萍 

（ハクレイヘイ）さんとの思い出などのご挨拶がありました。最後に事業 

創造大学院大学の唐木宏一教授と田中雅史米山記念奨学委員長から心温ま 

る贈る言葉を頂き緊張と感動の終了式が終了しました。 

 全員での記念撮影の後、新保清久ガバナーエレクトのご挨拶と乾杯で、和気あいあいと和やかなムード

で歓送懇親会がスタートしました。 

 あちらこちらで別れを惜しんでの写真撮影が繰り広げられ、笑いあり涙ありで懇親会が盛り上がってい

きます。終了生一人一人にマイクを向けると、カウンセラーとの思い出、昨年９月に行われた研修旅行での

こと、何よりも米山奨学生になれて生活が一変し本当に感謝していることや卒業後も学友となって活動し母

国と日本の架け橋になる決意が口々に語られました。最後は恒例の「手に手つないで」と房文慧（ファンウ

ェンウィー）学友会会長の中締めで終了しました。 

 米山記念奨学生は、ロータリアンお一人お一人の大切なご寄付によって支えられております。今後とも

厚いご支援ご声援をお願い致します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

米山記念奨学生終了式・歓送会 

 国際ロータリー第２５６０地区 

米山記念奨学委員会 

奨学生学友委員長 原 正（新潟南 RC） 
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去る 3 月１１日新潟市の万代シルバーホテルにおきまして 2017－2018 年度地区奨学生候補者（和田直

さん、高橋希絵さん）に対するオリエンテーションが開催されました。 

 佐々木ロータリー財団委員長からの激励の挨拶をいただいた

後、奨学生候補者のお二人より、現在の心境や決意の言葉をいただ

きました。 

和田さんは翻訳の仕事を通して世界の平和に貢献したい。 

高橋さんは人生を豊かにしてくれる音楽で社会貢献をしたいと力

強く語ってくれました。希望に満ちた挨拶に我々委員会メンバーも、

心を動かされました。 

続いて、これからのスケジュールや奨学生の役割と責務、そして

勉学に勤しむ事はもちろん、親善大使として日本や新潟の事をたくさん伝えてほしい事などの説明がなされ、

高橋学友会委員長からは、実体験を踏まえての心構えや、留学先のロータリークラブへ伺う際の準備につい

て、2014-2015 地区奨学生の小林佳乃子さんからは、生活習慣の異なる国からの学生に最初は困惑したり気

持ちが滅入ってしまう事もあったけれど、違って当たり前！受け入れる事が大切ですとアドバイスをいただ

きました。 

スポンサークラブの新潟ロータリークラブ宇尾野会長と、白根ロータリークラブ小山会長からもお二人に

対し激励の言葉をいただき、最後は新保ガバナーエレクトの挨拶でオリエンテーションは終了しました。 

その後は、昼食をとりながら、リラックスした中お二人の現在の状況に話が弾みました。高橋さんは現在

もオペラ歌手、グレードＵＰして帰国したら是非とも唄って頂ける機会を作りたいものです。 

ロータリー財団に対する皆さまからのご寄付によって、有意な人材に異国での勉学、そしてグローバルな

視点を持って社会に貢献できる人材を育む機会を与えて頂いております事に感謝いたします。ありがとうご

ざいます。 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際ロータリー第２５６０地区 

ロータリー財団委員会 

奨学金委員長 斎藤 秀明（新潟南 RC） 

ロータリー財団地区奨学生オリエンテーション 
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2017 年 3 月 11 日(土)13:30～16:00 まで長岡ベルナールにおいて

2016‐17 年度第 2 回会員増強会議が開催されました。 

 最初に、浦上地区クラブ奉仕委員長より「増強とは実はクラブ維持の

面が有るから大切で、現状の増加数では年度末の退会者を考えるともう

一歩の努力が必要」との開会の言葉に続き、田中政春ガバナーより「地

域の活性化はロータリーの力による所が多いのでその意味でも増強を

お願いする」と挨拶がありました。 

 続いて、地区会員増強委員長の山本和則パストガバナーより「会員維持力を高めるには会員の満足度を高

めること。また、新会員オリエンテーションも大切であり“メンター”（新人や後輩の相談に乗ったり助言

をする人）の役割も大きい」とお話があり、新潟万代ロータリーの赤塚委員長からは合同体験入会は効果が

あったと具体的な報告をいただきました。 

その後、分区会議を５０分行い、各ガバナー補佐より報告をしていただきました。RC の案内ミニパンフ

レットを持ち歩く、新入会員に新会員を紹介してもらう、委員長を多年度性にする、分区再編についてのお

願い…等の発表がありました。 

小林敏夫地区幹事の閉会の言葉の後 18:00 まで和やかに懇親会を行い、閉会となりました。 

以上、ご報告とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016‐17 年度第 2 回会員増強会議報告 

国際ロータリー第２５６０地区 

クラブ奉仕委員長 浦上 義昭（長岡西 RC） 
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去る 3月 18 日（土）、国際ロータリー第 2560 地区 2017～2018 年度会長エレクト研修セミナーが、ホスト

クラブ新潟万代ＲＣ、コ・ホストクラブ新潟南ＲＣ、新潟西ＲＣのもとホテルオークラ新潟において開催さ

れました。春の好天に恵まれ、会長エレクト、次期幹事、次期地区役員計 168 名のご参加をいただきました。 

10 時、新保清久ガバナーエレクトの点鐘に始まり、田中政春ガバナーから「会長が成長すれば会員も成長

する」と会長エレクトを激励され、研修会が始まりました。 

新保清久ガバナーエレクトから、2017～2018 年度国際ロータリー会長イアンＨ．Ｓ．ライズリー氏の新年

度の基本方針が発表されました。それは「ロータリー：変化をもたらす」です。RI のテーマを受け新保清久

ガバナーエレクトは第 2560 地区のテーマを 

「クラブと地区の変革をめざそう」「Making A Difference in My Club and Our District」 

と提示いたしました。昼食、休憩後の全体セミナーでは、 

山本和則地区研修リーダーは、昨年の規定審議会の決定を例に挙げ、ロータリーの変

化をわかりやすく説明され、課題を提示されました。 

新保清久ガバナーエレクトは「会長は例会において、常にロータリーの良さを熱く熱く

語り、会長にはロータリー博士になっていただきたい」と語りかけました。 

大澤力クラブ戦略計画推進委員会委員長はクラブの会長エレクト、次期幹事

に、国際ロータリー戦略計画の最新情報と、My Rotary アカウント登録方法、

クラブ・セントラル利用方法、戦略立案方法等を研修の成果としてお持ち帰り 

  願いたいと要望されました。 

会場を変え、分区セミナーの始まりです。皆さん多少お疲れ気味、眠気を吹き飛ばして分区セミナーでは

ガバナー補佐を中心に活発な討議、情報交換がなされました。 

さて、懇親会です。雰囲気も変わり、丸テーブルを囲み皆様くつろいだ表情です。 

アトラクションでは、分区対抗ビール利き酒大会が行われ、分区、地区の代表がステージに登壇し日頃の 

のど越しを確かめ、味覚を競い、楽しい時間を過ごしました。 

優勝に輝いた方は地区社会奉仕委員長 保苅玲子さんです。おめでとうございます。  

賞品はホテルオークラ新潟宿泊券 2名様分、そして真っ赤なチューリップの花束。 

地区バッジのデザインと同じチューリップの花束です。 

閉宴時には、石動竹治地区大会実行委員長の掛け声のもと新保年度の成功を祈念し、三本で締め、参加者

全員がこれからの 1年への思いを一つにすることができました。 

  

  

    

             

 

 

緊張感の中、リズミカルにＰＥＴＳは進行しました 

 国際ロータリー第２５６０地区 

ＰＥＴＳ実行委員長 名児耶 稔（新潟万代 RC） 
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新入会員 紹介 （敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 発 田 遠藤  裕治 2017.02.27 ㈱きらやか銀行新発田支店 

見 附 今 井  誠 2017.03.01 ㈲今井冷暖 

長 岡 西 星野  昌弘 2017.02.16 (有)タイヤショップホシノ 

長 岡 西 多田  保夫 2017.03.02 越後交通工業㈱ 

長 岡 西 善財  康行 2017.03.02 マルゼン メディ・ケア㈱ 

訃 報 

白根 RC  田中 幹人 様    2 月 18 日ご逝去 

故人のご冥福をお祈りいたします・・・ 

吉田 RC  伊藤 辰也 様     3 月 11 日ご逝去 
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       （355号）  

   
「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えており 
ます。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピー 
サービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロ 
ータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。 
 

講 演 他 

              
 ◎「日本の出番、祖国は甦る」    青山繁晴   2016  1p （D.2680地区大会記録誌） 
 ◎「世界の中の日本」        五百旗頭 真 2016  9p （第44回ロータリー研究会報告書）  
 ◎「日本のこころ」         松長有慶   2015  7p （D.2660地区大会記録書）  
 ◎「職業奉仕の今日的課題と永続企業」パネラー：前川洋一郎・山本𣳾人 

  中川雅雄   2016  6p （D.2580地区大会記念誌） 
 ◎「２１世紀をどう生きるか」    安平和彦  〔2016〕15p （D.2670・D.2680第38回RYLA報告書） 
 ◎「現代家族の課題」        白石大介  〔2016〕12p （D.2670・D.2680第38回RYLA報告書） 
 ◎「ダウン症の娘と共に生きて」    金澤泰子    2017  6p （D.2690地区大会記念誌） 
 ◎「夢に向かって」          根木慎志     2016   7p （D.2750第36回ｲﾝﾀｰｱｸﾄ年次大会報告書） 
 ◎「若者の未来のためにできること」 養老孟司    2015 11p （D.2660地区大会記録書）  
 ◎「父が見つけてくれたもの」    小林 真    2011  6p （奉仕のともしびを高く掲げて） 
                                                      〔上記申込先：ロータリー文庫] 

  ロータリー文庫  

〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階  TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506   
http://www.rotary-bunko.gr.jp  開館＝午前 10 時～午後 5 時  休館＝土・日・祝祭日 

http://www.rotary-bunko.gr.jp/

